令和２年度摂津市人間尊重のまちづくり審議会　要点録
日時：令和２年８月２７日（木）午後２時～
場所：摂津市役所　本館３階３０１会議室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　事務局：人権女性政策課

＜出席団体＞
摂津市原爆被害者福祉協議会、摂津市地域女性団体協議会、摂津地区人権推進企業連絡会
三島人権擁護委員協議会摂津地区委員会、摂津市自治連合会、特定非営利活動法人摂津市人材サポート・ビューロー、摂津市母子福祉会、摂津市人権協会、学識経験者

＜案件＞
１　令和元年度「摂津市人権行政推進計画」（改訂版）に掲げる具体的施策の進行状況
２　ヘイトスピーチガイドラインについて
＜会議録＞
１　委員自己紹介
　　
２　審議会の設立目的の説明
３　会議の公開についての説明
　　　
４　案件１ 摂津市人権行政推進計画（改訂版）に掲げる具体的施策の進行状況について
委員から質問・意見
（委員） 今年度の小学校の修学旅行は開催されるのですか？
（委員） 北摂では吹田市、茨木市、高槻市は中止、大阪府・大阪市は開催予定と聞いている。摂津市の
学校では密にならないよう、バスの台数を増やす、宿泊部屋も数を増やす等の条件を検討され
ており、それに伴い金額の増加が懸念されたが現在「GoToトラベルキャンペーン」を活用す
る等、予算内の金額で開催できる見込み。最終的に各学校の判断となる。
（委員） 女性のための相談室の相談員を１名増加し、相談件数が200件増えた要因は？
（事務局）摂津市の相談員を婦人相談員（国の名称）に位置付けたことでDV証明書発行手続き等を簡
素化する被害者のワンストップサービスが可能となった。婦人相談員となり国から人件費の
１/２の補助があり、同経費で相談員を１名増員可能となった。１名増加に伴い開所日を週４
日から５日に拡大。件数としては元々相談員１名で200件相談を受けており、１名増加する
ことにより相談件数が200件以上増えたと思われる。相談員を１名増加し予防にも力を入れ
るため、人間科学大学と連携し２年間のプログラムであるデートDV予防啓発ユースリーダ
ー養成講座を開始した。１年目は座学。２年目は受講生が中心となり、中学校・高校向けの
プログラムを作成し出前講座を実施予定であったがコロナウイルスの影響で活動が今年度は
中止となった。
（事務局）コロナウイルスの影響で学校が休校となり、子どもの虐待の把握が難しいと考える。また地域でも情報をつかむのが難しいと考える。コロナ禍におけるそれぞれの実情・お気づきの点があれば教えて欲しい。
（委員） コロナ禍で団体会議・イベント等も全て中止となり地域で集うことがなくなった。また、地域
の店舗でクラスターが発生した。その時、店主が自殺したと相談電話があった。真意を確認も
できないがそのような噂があった。
（委員） コロナウイルス対策をして集い場を実施しており、参加者の状況は把握できる。ただ会えてい
ない人等に訪問となると民生委員含めコロナリスクがあるためできない。
（委員） コロナ禍で近所が静か。子どもの姿を見ない。
（委員） 擁護委員活動もコロナ禍でできていない。活動があれば子どもの様子、学校の先生と話すこともできる。コロナ禍でずっと家に居る状態になっている。
（委員） 摂津市の店舗でクラスターが発生した時、ＬＩＮＥでどこの店か詮索が始まった。その時、「被
害者の人生もあるので犯人捜しはやめろ」の意見と「家族で外食をよくしているのでコロナに
感染しないためどこの店か把握しておきたい」との意見もあり、何が正しいことか分からなく
なった。

（委員） 学校は５月末まで休校し、その後は分散登校となった。コロナ禍で虐待ケースが増えているか
は目に見えて増えてはないと思われる。ただ、いじめや子ども間でのトラブルが増えていると
感じている。令和2年に改正虐待防止法と改正児童福祉法ができたので大人の見守り体制はで
きている。中学生で初めて虐待を受けた事例は少なく、小学生から継続していることが多いた
め、小中学校、また必要があれば就学前からも連携している。
（委員） コロナ禍で職を失う等経済的にしんどくなればDVが増えるのではと危惧している。地域に貢
献している委員の皆様に敬意を表します。
（委員） 企業としては「コロナ鬱」を問題視している。在宅勤務・テレワークで自由にコミュニケーシ
ョンが取れず不調にならないよう産業医と相談サポート体制を取っているが実際見えないの
で課題と考えている。
（委員） ひとり親家庭は収入面での相談が増えた。そこでひとり親世帯臨時特別給付金の支給が摂津市
は早く大いに助かった。
（委員） 自治会での事例を３例紹介。
　　　　 ①隣人をしばらく見ていないと相談が入った。警察に相談すると、バイクの所有者が本人であ
ること、携帯番号を調べてくれた。電話すると家の中で鳴っており、窓ガラスを割って入る
と亡くなっていた。50歳代であった。
　　　   ②毎日お風呂に来ている人が来ていないと相談が入った。近所に息子がおり、家に入るとベッ
ドと壁の間に挟まって動けなくなっていたが助かった。
         ③家の電気・電話がつかない・つながらないから助けて欲しいと依頼。関電、NTTに連絡して
も本人でないと情報を教えてくれない。結果、料金を払っていない。または、契約がないこ
とが多い。相談者が認知症になっていると思われる。コロナ禍では上記相談が増えることを
危惧している。また、市役所に相談するより捜査権等のある警察に相談するべき。また、認
知症等と思われる事案があった場合、社会福祉協議会に情報提供している。
（会長） コロナ禍で地域コミュニケーションが阻害されていることが委員の話からも伺える。市役所と
して令和３年度の市政運営に活かすよう担当課として検討してもらうことを審議会として要
望します。
５　案件２ ヘイトスピーチガイドラインについて、ヘイトスピーチ解消法を踏まえた摂津市の公の施設
等の使用手続に関するガイドライン（案）を配布し説明
　　（１）利用制限を行う際に意見を求める第三者機関に摂津市人間尊重のまちづくり審議会が担っていただくことを依頼
　　

委員からの質問・意見
（会長） 施設使用の当否を審議し、意見を述べる第三者機関を摂津市人間尊重のまちづくり審議会が担
うことについて、また、ヘイトスピーチガイドラインの説明についての質疑応答をお願いしま
す。
（委員） 全国的にガイドラインはあるのか？また、摂津市で被害等あったのか？現状を教えてください。
（事務局）大阪府内では門真市が簡素な形で作成している。その他では京都市がガイドラインを、川崎市は罰則ありの条例を制定している。
　　　　　摂津市内では、ヘイトスピーチによる実被害の事例はない。市として事前に基準を作っておきたいと考えている。

（委員） 施設の使用申請を行った団体がヘイトスピーチを行うかの判断は難しいと思う。また、途中で
許可の取り消しを行う対応も大変難しいと考えるがどうですか？
（事務局）今までの報道や他自治体での実績等で不許可または制限付き許可を判断することとなる。最
終判断は市・施設長が行うが、市だけでなく意見を求めるところを摂津市人間尊重のまちづ
くり審議会にお願いしたいと考えている。
（会長） 第三者機関を摂津市人間尊重のまちづくり審議会が担うことは反対意見がないため、了承する。
具体的に審議する時、１５名全員で行うのですか？
（事務局）申請がきて不許可等の判断には緊急性があるため時間的に摂津市人間尊重のまちづくり審議
会の中の学識経験者にお願いしたいと考えており、また、その中で人権啓発推進顧問が３名
いらっしゃるのでその委員にお願いしたいと考えております。
（会長） 委員の反対がなく、人権啓発推進顧問の了承もありましたので、摂津市人間尊重のまちづくり
審議会が第三者機関を担うこと、意見聴取があった場合は人権啓発推進顧問が摂津市人間尊重
のまちづくり審議会を代表して行うことを了承しました。事務局は手続を進めてください。
６　閉会
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